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通信
次世代郊外まちづくり通信は、「次世代郊外まちづ
くり」のさまざまな活動をお知らせし、地域の皆さ
まをはじめとして多くの方々に知ってもらうための
ニュースです。
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　横浜市は 2018 年６月に、SDGs の達成に向けて優れた取組を提案する都市「SDGs 未来都市」と、
その中で特に先導的な取組をする「自治体 SDGs モデル事業」に選定されました。 
　「環境を軸に、経済や文化・芸術による新たな価値・賑わいを創出し続ける都市の実現」をビジョンに、
SDGs 未来都市の横浜型大都市モデルに挑戦しています。

次世代郊外まちづくりでは、地域内を移動しやすくなるこ

とで外出の機会が生まれたり、コミュニティ形成を促進する

ことで健康で元気に暮らし続けるまちづくりを目指し、移動

の社会実験を実施しました。

郊外住宅地における
地域移動の社会実験の活動報告

実験①ハイグレード通勤バス

「たまプラーザ駅付近」から「渋谷駅
付近」行きの通勤シャトルバスを、平
日の朝ラッシュ時間帯に運行。新しい
通勤手段としての快適性や商品性の評
価を行いました。

実験②オンデマンドバス

美しが丘１・２・３丁目内にて利用者
のニーズに合わせて走行するオンデマ
ンドバスを運行。スマートフォンによ
る予約システムや予約状況に応じた
ルートの選択など、管理画面等の技術
検証や利用形態把握を行いました。

実験③パーソナルモビリティ

青葉区内にてパーソナルモビリティの
実験を実施。モニターの方に前日まで
にご予約いただき、時間単位で貸出し。
新しい使い方やラストワンマイル・モ
ビリティの可能性を検証しました。

2019年 1月から3月にかけて実施した「郊外住宅地における地域移動の社会実験」の活動報告に加え、
これからの地域の新しい移動のあり方について参加者の皆さまで考えたいと思います。どなたでもご参加
いただけますので、皆さまのお越しをお待ちしております。

次世代郊外まちづくり 社会実験報告会

地域の新しい移動の
あり方について考えよう！

▶ 日　程 2019年 6月23日（日）

▶ 定　員 30名

下記メールアドレスに、お名前、ご連絡先をご記入の上、ご連絡ください。
info.sankakubase@gmail.com

▶ 場　所 WISE Living Lab さんかくBASE 共創スペース
横浜市青葉区美しが丘2丁目23番地1,3
http://sankaku-base.style /#indexMap

▶ 時　間 10:00～12:30（受付 9:30～）

▶ 参加方法 事前申込制

＜プログラム＞
  9:30～ 　　　　受付開始
10:00～10:10　次世代郊外まちづくりで考える地域の移動のあり方
10:10～10:50　2018年度社会実験の報告（横浜市／東急電鉄）
10:50～12:00　ワークショップ　～地域の新しい移動のあり方について考えよう！
12:00～12:20　全体共有／まとめ

2019年3月　アンケート調査実施 ＊詳細は中面をご覧ください！

2019年1月～3月　実験実施

実験実施後、モニターとしてご参加いただいた方にWEB・ヒヤリング調査を実施しました。

● WEB 調査
● ヒヤリング調査（協力：東京都市大学　西山敏樹准教授）

期間：3月 20日～ 31日　　回答数：40件

期間：3月 17日、19日　参加者：15名（ハイグレード通勤バス 3名、オンデマンドバス 12名）

期間：1月24日～ 3月 20日
（平日のみ）

期間：1月23日～ 3月 20日
（平日のみ）

期間：2月20日～ 3月 20日
（平日のみ）

▶ 参加費 無料
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● 実施データ

● WEB 調査結果
Q  本サービスをどのように評価しますか？ ＜ 本サービスの評価の理由（複数回答） ＞

ハイグレード通勤バス

安心・安全である

時間がほぼ正確である

快適・乗り心地が良い

使いやすい

仕事や読書などしやすい
Wi-Fi が使える

電源が使える
トイレが使える

経済雑誌の
サービスがある

ミネラルウォーターの
サービスがある

その他 9.1%

36.4%

18.2%

45.5%
54.5%

63.6%
63.6%

18.2%

45.5%

63.6%

100%100%

Q  車内でどのように過ごしましたか？（複数回答）Q  本サービスが実現した場合、利用しますか？

8.3%

25.0%

0.0%
16.7%

あまり利用したくない

どちらかといえば
利用したくない

どちらとも言えない

どちらかといえば
利用したい

とても利用したい

33.3％33.3％

16.7％16.7%

8.3％8.3%
8.3％8.3%

33.3％33.3％

電車で通常20分程度かかるたまプラーザ駅から渋谷駅間を、本実験では平均1 時間 20分程かかりま
した。それでもモニター参加者の方の満足度は高く、今後の利用について前向きな意見が多く聞かれ
ました。「働き方」が見直される中、フレックスなどの通勤時間の自由度が増していくことで、さらな
る需要やニーズが生まれるのではと考えます。

業務書類のチェック
その他

PC作業

新聞・雑誌
書籍などの読書

携帯
スマートフォン

睡眠

パーソナルモビリティ
● 実施データ

・ちょっと外出するだけなら気軽に乗れて楽しい。
・駐車スペースも少なく済むので、環境的にも優
れている。車両もカッコ良い。家で充電できる
のも便利。

＜ モニター参加者からの声 ＞ 全体的に高評価の意見が多く、外出のしやす
さの向上に寄与する可能性は高いと思われま
す。ご夫婦でのドライブ、知り合いと同乗す
るなど、2 名乗車をフルに活用されている方
も見受けられました。

オンデマンドバス
● 実施データ

● WEB 調査結果
Q  本サービスをどのように評価しますか？

＜ 「とても満足した」「どちらかといえば満足した」の
　評価の理由（複数回答） ＞

＜ 「どちらとも言えない」「どちらかといえば満足しない」の
　評価の理由（複数回答） ＞

乗車したい時間、
タイミングで乗れる

乗降りしたい場所で利用出来る

時間が読める

アプリが使用しやすい

乗車しやすく、
乗り心地が良い 33.3%

33.3%

16.7%

100%

乗りたい時間、
タイミングで乗れない

乗降りしたい場所で利用できない
時間がかかる

アプリが使用しにくい 18.2%

45.5%
45.5%

90.9%90.9%

Q  本サービスの利用によって、
外出頻度は変化しましたか？

どちらかといえば利用したくない
どちらとも言えない
どちらかといえば利用したい
とても利用したい

41.2％41.2％

29.4％29.4%

23.5％23.5%

5.9％5.9%

Q  予約アプリは
操作しやすかったですか？

Q  本サービスが実現した場合、
利用しますか？

坂道の多い地域であるため、一定のニーズがあり、外出促進につながることがわかりました。予約ア
プリの技術検証を通じて、予約方法や運行時間帯・運行ルートなど改善点が見えたものの、今後の利
用について前向きな意見が多く見られました。

詳細は「次世代郊外まちづくり」HP にてご覧ください
▶ http://jisedaikogai.jp/

どちらとも言えない
どちらかといえば満足した
とても満足した

33.3％33.3％

58.3％58.3%

8.3％8.3%

どちらかといえば満足しない
どちらとも言えない
どちらかといえば満足した
とても満足した

29.4％29.4％

35.3％35.3%

29.4％29.4%

5.9％5.9%

どちらとも言えない
増えた

11.8％11.8％

88.2％88.2%

どちらかといえば操作しにくかった
どちらとも言えない
どちらかといえば操作しやすかった
操作しやすかった

17.6％17.6％
52.9％52.9%

11.8％11.8%

17.6％17.6％

20～30 代：10名、40代：8名、50代：6名24 名モニター参加者

運行日数 39日 13.7 名 1 時間 17分1日平均乗車数 平均所要時間

14名モニター参加者 8回利用回数

20～30 代：20名、40代：28名、50代：21名100 名モニター参加者

延べ利用者数 153 名 3.8 名1 日平均乗車数
60 代：19名、70代：11名、80代以上：1名

[ ベース人数：12名 ] [ ベース人数：11名 ]

[ ベース人数：12名 ] [ ベース人数：12名 ]

[ ベース人数：17名 ]
[ ベース人数：6名 ]

83.3%83.3%

91.7%91.7%

83.3%83.3%

100%

[ ベース人数：11名 ]

[ ベース人数：17名 ] [ ベース人数：17名 ] [ ベース人数：17名 ]


